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め いうまでもなし ここにいう「装置」とは， いわゆる「生産の脈管系統〈マノレグス)Jとして
表現される，容器部分の有在を特徴とする労働手段のことであって，俗にいう「仕掛」白類のこ
とではない。




























44 (128) 第 111巻第2'号
訴が「機械と有機的に結合しているJ"事実を知らなかったわけではない。むし






















4) マタレ，前掲書， 14ベージ， 75ベージ。
5) マタレ，向上.38ベ 乙入情点引用者。[ J内は引用者，以下両様。
6) マタレ，向上.40ベクョ
7) マタレ，向上.44ベータ。
S) マタレ，同上， 44-45ペー ジ，傍点引用者。
9) マタレ唱向上.40ベク。




























1υ) マタ ν，向上， 7-8ヘジ，博点引用者.
11) マタレ，向上I 120ベー タ，皆点引用者B
12) 三戸，前掲書:， 9ベージ， 30へー シー



























14) マタレ，同上， 50ベー ν。
15) マタレ，岡上， 45ペーえ
16) 三戸，前掲書， 16ペジ。


















とは大きな前進であった。 このことにより， わたしたちは， 装置の発展系列
〈容器ー装置ー装置体系〉を， 力学的労働手段の発展系列(道具一機械一機械体系3
に対応させて考察する基盤を与えられたのである。
17) 三戸，向上.17へ ジ。また星野芳郎氏ば次のように述べている。 rマタレが労働対象に内
在する力"を強調し，この力によって目的が実現される白であるといったと ζろで，労働対象が
勝手にかような反応を実現するものではなかろう。 人聞がまさにこD力を利用した:-.1.:を忘

































O 容器 転化培，反応、塔s 冷却塔，電解槽，中和槽，飽和槽など
口 結合機構ー 通常はパイプ類
O 機械(容器と結合せしめられる機滅〕 ーボイラ コシプレッサー ， フィノレタ
一， ミキサー，分離機など
20) 三戸，同上， 15~ 16ベージ。

















































































































































































































































































































































38) 三戸，前掲書， 15へ一山傍点引用者。 r製作段階J，i尉戚段摺」については，同， 5-6へー
ジ曇阻ι また との分類そのものr関しても批判があるυ 同辺振太郎，前掲書， 1伯←10ペー ジ参
照w
























40) 完全にプロセス コントロ ルされるようになるには，次の装置体系の段摺をまたねばならな
い。息野芳郎氏は唱プロセス コントロ ル白前提は計装化であり，計装化の前提は工程の慌れ
作業化である，と述べておられる。星野芳郎r技術革新の根本問題』第2版， 1969， 75-78ペ ジ。
41) もちろん，それらの機械は，たとえばポンプのように，装置を離れても自立できるものもあるB
しかし J 装置の中にあっては一つの機構にすぎないのである。装置を. I容器と機械の結合した
もの」とする表現は誤解を招きやすい。との臨械Pは，あ〈支で部分機婚であって，機械が独立
して入りこむ余地は，装置体系になってはじめて生ずるのである(桂述λ
42) K. Man:前掲書，長荘部訳，第1部.613ベー シ。





















































1968， 5-22へー ク。また， r個々の容器装置ではなし組織的に統合さ九件耳討じされた全体
が ジヌテムとして生産工程を形成」しているのが「最近D化学工業の特色であるム 鈴木治
雄『化学産業論..1l1968， 17ページ。
411) 林雄一郎?渡辺龍一「円本の化学工業』第3版 1968， 4-0へ ジ-
46) 林，渡辺，同土斗 41ベージ回
47) K Marx，前掲書， 長谷部訳，第l剖¥.623ベ←ミヘ










を媒介と Lて， 個々の装置は， 今や一個の指令系統のもとにおかれるようにな
っているのであるu
以上のように， 装置体系は， 最初の個々の装置の単なる結合体から. (1)動力

















備考丸善石抽化学「会社案内 1. および平川芳彦編『右抽化学D実際知識JI1968， 26ベ ジよ
り咋成a






















前節でも述べたように，装置体系は， それ自身， いわゆる「工場J. rプラ
ント」であり，したがって，一つの管理単位となりうるものである。しかしな









品であったが， 現在ではそれ以外に， プロピレン， B=B溜分， B・T.X溜分，
オフガスなどが有効利用されるようになり， 各1圏分り聞には主産品， 副産品の
















































52) 坂本和一，前掲書を曇照されたい。また コンピナー 1をこのようにとらえることについて
は，堀江英一「巨大企業の生産構造Jr経済論叢』第106'巻第6号.および同「結合企業の重層
性J同草108巻第1号を参照されたレ。
